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霊
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最高裁判所事務総長中村 腹
に

同1－＝－
ー

司法行政文書開示通知書

10月17日付け（同月18日受付，第030600号）で申出のありました司

法行政文書の開示について，下記のとおり開示することとしましたので通知します。

記

1 開示する司法行政文書の名称等

送付教材等目録（第75期） （片面で2枚）

2 開示しないこととした部分とその理由

1の文書には，公にすることにより事務の適正な遂行に支障を及ぼすおそれ

がある情報（電話番号）が記載されており， この情報は，行政機関情報公開法

第5条第6号に定める不開示情報に相当することから， この情報が記載されて

いる部分を開示しないこととした。

3 開示の実施方法

写しの送付

担当課秘書課（文書室） 電話03 （3264） 5652 （直通）



司法研修所

送付教材等目録（第75期）

修習中に使用する教材及び資料等（以下， 「教材等」 という。 ）を送付します。
以下の目録により，直ちに存否をチェックしてください。
教材等の不足及び教材等の乱丁又は落丁を発見した場合には，直ちに司法研修所企画第二
課（電話一に申し出てください。
なお， 【要返却】 と記載されたものを除き，返却していただく必要はありませんが，全て
の教材等において適切に保管してください。
おって，司法修習生に採用されなかった場合は， 【要返却】の記載の有無に関わらず， 目
録記載の教材等を速やかに司法研修所企画第二課資料係（埼玉県和光市南2－3－8）宛て
に返還してください。

1

区 分 教材等名 ﾁｪｯｸ

共 通
1司法修習ハンドブック

2司法修習開始までの準備について

□
□

民事裁判

3第4版民事訴訟第一審手続の解説別冊記録に基づいて

4第4版民事訴訟第一審手続の解説別冊記録

5対話で考える民事事実認定一教材記録一

6民事訴訟における争点整理一教材記録一

7 10訂民事判決起案の手引

8 「10訂民事判決起案の手引」別冊事実摘示記載例集

9 「10訂民事判決起案の手引」別冊事実摘示記載例集一民法（債権
関係）改正に伴う補訂版一

10新問題研究要件事実

1l新問題研究要件事実追補一民法（債権関係）改正に伴う追補一

12事例で考える民事事実認定

13 3訂紛争類型別の要件事実

14 3訂紛争類型別の要件事実追補

15学修用記録（民事裁判）第1号※プリント 【要返却】

16学修用記録（民事裁判）第2号※プリント 【要返却】

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

民事弁護

17 8訂民事弁護の手引（増訂版）

18 7訂民事弁護における立証活動（増補版）

19民事弁護教材改訂民事保全（補正版）

20民事弁護教材3訂民事執行

□
□
□
□

刑事裁判

21プラクテイス刑事裁判（平成30年9月版） *

22プラクテイス刑事裁判（別冊） （平成30年9月版）

23プロシーデイングス刑事裁判（平成30年9月版）

24刑事事実認定ガイド（令和2年12月版）

25処断刑等はどのように決まるか※プリント

26平成27年版少年審判手続について

□
□
□
□
□
□

検 察

27令和3年版検察講義案

28検察演習問題（再訂版）

29 75期検察演習問題補助資料※プリント

30検察終局処分起案の考え方（令和元年版）

□
□
□
□

刑事弁護
31刑事弁護の手引き （令和2年10月） ※プリント

32みんなでつくるケース・セオリー（令和3年3月）

□
□



一

【導入修習】

【その他】

2

区 分 教材等名 ﾁｪｯｸ

民裁・民弁
33民事総合‘実施要領※プリント 。

34民事総合資料

□
□

民事弁護

35講義1 （立証活動）実施要領（設問付） ※プリント

36民事弁護実務の基礎～シナリオ民事保全・執行～※プリント

37民事弁護実務の基礎～シナリオ民事保全・執行～［資料編］ ※プ
リント

38民事弁護実務の基礎～はじめての和解条項～※プリント

□
□
□
□

検 察 39第75期司法修習検察導入修習講義参考事例 □

教材等名 ﾁｪｯｸ

日弁連

40接見交通権マニュアル

41ハンドブックー身体拘束からの解放一

42解説弁護士職務基本規程

43被疑者ノート

44取調べ対応・弁護実践マニュアル

□
□
□
□
□


